
 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭学習に取り組み、生活リズムをつくる 校長 仲田 智宏 

新型コロナウイルス感染拡大防止のために

臨時休業となって２ヶ月ですが、学校再開に

はまだ時間がかかりそうです。「ステイホーム、

おうちですごしましょう。」という方針に従っ

て、がまんして頑張っている子どもたちや保

護者の皆様、ありがとうございます。未だかつ

てない事態をのり越えるには協力が必要です。

日本人は、電車に乗るときはしっかり並び、落

し物を拾うと交番に届け、ゴミのポイ捨てを

しません。そんな素晴らしい日本人が協力し

て、この困難を乗り越えようとしています。中

富小のすべての方々、引き続きよろしくお願

いいたします。 

 先月は、子どもたちの家庭での様子を電話

で確認させていただきました。子どもの声を

聞き、担任が笑顔になりました。やはり学校に

は子どもです。教室に子どもたちが戻ってく

るのが待ち遠しいです。 

また、ホームページによる課題の配信をさ

せていただきました。規則正しい生活が何よ

りも大切であり、生活リズムと家庭学習につ

いてご協力をいただき、感謝いたします。臨時

休業のなか、生活を管理するのはとても難し

いことです。子どもたち一人一人の取組状況

には差があると思いますが、学校が再開いた

しましたら、少しずつその差を埋めて参りま

す。もうしばらく、ご家庭での生活管理にお取

り組みをお願いいたします。 

再び保護者の来校日を設定し、４月に出し

た課題の提出と５月の新たな課題の受け取り

をお願いしました。感染拡大防止のため「３密」

を避け、校舎の外での受け渡しになることを

お許しいただきたく存じます。先月と違うと

ころは、令和２年度の教科書に基づいた家庭

学習を示したことです。ただし、これで授業の

替わりにするという意味ではありません。あ

くまでも、子どもたちが目標を持って意欲的

に学習に取り組めるようにするためです。購

入させていただいた漢字ドリルと漢字ノート

を配付いたしますので、家庭学習として取り

組ませてください。また、プリントやワークシ

ートも配付いたします。今後も中富小ホーム

ページで、追加の課題を配信いたしますので、

家庭学習に役立てていただければ幸いです。 

夢をもち、たくましく生きる 

３月２５日、県庁の教職員採用課というと

ころへ行きました。年度末でしたので、教員免

許状を申請する人で、廊下に並べられたたく

さんの椅子は埋まっていました。聞こえてき

たのは、「あなたの申請を受け付けました。こ

の書類があれば、４月から幼稚園で働けます

よ。」という声でした。申請した方は、丁寧に

お礼を言って帰っていきました。皆マスクを

しているので表情はわかりませんが、声や態

度から、自分の仕事や人生にしっかり向き合

っていることを感じました。 

中富小にも、この春初めて教師になった若

者がおります。子どもたち同様、学校の再開を

今か今かと待っています。今年の春はいつも

とはちがいますが、若者たちはたくましく生

きています。 
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学校教育目標 

「なかよく かしこく たくましく」 

三つの約束 

○あいさつ 

○整理整頓 

○時間を守る 

1年生 41名 4年生 42名  

2年生 43名 5年生 57名 

3年生 51名 6年生 59名 

5組    6名 

全校児童数   299名 

児

童
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中富小だより 


